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買
物
動
向
調
査 

    

本
調
査
は
、
消
費
者
が
日
頃
ど
こ

で
買
物
を
す
る
の
か
を
調
査
し
、
地

域
の
住
み
良
い
街
づ
く
り
や
商
業
振

興
に
役
立
て
る
た
め
に
実
施
し
て
お

り
、
前
回
の
調
査
（
平
成
二
十
三
年

度
）
よ
り
三
年
が
経
過
し
街
の
状
況

も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回

で
五
回
目
と
な
る
調
査
を
実
施
致
し

ま
し
た
。 

 

調
査
内
容
は
、
Ａ
群
（
食
料
品
、

生
活
雑
貨
）
Ｂ
群

（
衣
類
関
係
、
寝
具
）

Ｃ
群
（
靴
、
カ
バ
ン
）

Ｄ
群
（
家
具
、
家
電
、

自
転
車
）
Ｅ
群
（
時

計
、
メ
ガ
ネ
、
医
薬
、

化
粧
品
、
書
籍
、
文

房
具
、
玩
具
）
に
つ

い
て
、
市
内
（
大
型

店
・
中
心
部
商
店

街
・
近
隣
商
店
・
コ

ン
ビ
ニ
）
、
市
外
（
札

幌
・
旭
川
・
そ
の
他

市
町
村
）
、
通
販
（
テ

レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
雑
誌
、
生
協

な
ど
）
の
ど
こ
で
買

物
を
す
る
の
か
を

調
査
し
ま
し
た
。 

 

市
内
で
は
、
郊
外

大
型
店
出
店
以
降
（
平
成
二
十
年
）
、

郊
外
大
型
店
で
の
買
物
が
増
加
し
、

中
心
部
商
店
街
で
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
調
査
で
は
郊
外
大
型

店
が
減
少
し
、
中
心
部
商
店
街
で
の

買
物
が
増
加
と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
。 

 

群
ご
と
で
も
、
Ｄ
群
以
外
は
、
郊

外
大
型
店
が
減
少
し
、
中
心
部
商
店

街
が
増
加
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
厳
し
い
状
況
は
続
い
て
い

ま
す
。 

市
外
で
の
買
物
は
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
通
販
で
の
買
物
が
増
加
し
て

お
り
、
今
後
更
な

る
増
加
が
予
想
さ

れ
ま
す
。 

 

今
回
の
調
査
で

は
、
大
学
生
の
回

答
が
全
体
の
約
五

〇
％
を
占
め
、
過

去
の
調
査
で
は
回

答
が
殆
ど
な
か
っ

た
た
め
、
報
告
は

大
学
生
の
回
答
を

抜
い
た
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
。
大

学
生
の
回
答
を
含

め
る
と
、
郊
外
大

型
店
・
中
心
部
商

店
街
で
の
買
物
が

減
少
し
、
市
外
で

の
買
物
が
増
加
と

い
う
結
果
に
な
っ

て
い
ま
す
。
群
ご
と
で
、
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｅ
群
の
市
外
で
の
買
物
が
多
く
こ
の

よ
う
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

経
営
動
向
調
査 

    

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
取

組
み
を
検
討
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

中
心
部
商
店
街
の
経
営
者
（
当
所
会

員
企
業
）
八
十
八
人
を
対
象
に
、
経

営
実
態
や
後
継
者
対
策
な
ど
に
つ
い

て
調
査
し
参
考
に
す
る
た
め
に
実
施

し
ま
し
た
。 

 

商
店
街
に
あ
る
業
種
で
は
、
家

電
・
文
化
品
（
医
療･

化
粧
品･

書
籍･

カ
メ
ラ･

ス
ポ
ー
ツ
用
品･

時
計･

メ

ガ
ネ
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
飲
食

料
品
全
般
、
サ
ー
ビ
ス
・
衣
服
身
の

回
り
品
（
靴･

日
用
品
雑
貨
・
小
物

等
）・
そ
の
他
と
続
き
、
五
十
七
％
の

お
店
が
五
十
年
以
上
経
営
を
続
け
て

い
ま
す
。 

◆
経
営
者
の
年
齢
で
は
、
六
十
歳
以

上
が
六
三
％
と
高
齢
化
し
て
お
り
、

五
十
歳
代
が
二
三
％
と
、
今
後
更
な

る
高
齢
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
後
継

者
に
つ
い
て
も
、
六
〇
％
の
お
店
で

「
後
継
者
が
い
な
い
」
と
な
っ
て
お

り
、
後
継
者
対
策
も
不
明
が
八
〇
％

と
、
商
店
街
の
存
続
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。 

◆
業
況
で
は
、
最
近
三
カ
年
で
売
上

の
「
減
少
・
や
や
減
少
」
が
六
〇
％

を
占
め
、
家
電
・
文
化
品
の
業
種
が

最
も
多
く
、「
増
加
・
や
や
増
加
」
で

は
一
四
％
と
な
り
、
飲
食
料
全
般
の

業
種
が
最
も
多
く
な
り
ま
し
た
。「
変

わ
ら
な
い
」
は
二
七
％
で
、
サ
ー
ビ

ス
業
が
最
も
多
く
な
り
ま
し
た
。 

◆
経
営
上
の
課
題
で
は
、
外
部
要
因

で
「
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
」
が

最
も
多
く
、
内
部
要
因
で
「
経
営
者

等
の
高
齢
化
」
が
最
も
多
く
な
り
ま

し
た
。 

◆
経
営
の
方
向
性
で
は
、
「
現
状
維

持
・
経
営
の
拡
大
」
七
四
％
、「
経
営

の
縮
小
・
廃
業
」
二
四
％
で
、
主
な

理
由
と
し
て
「
経
営
者
の
高
齢
化
」

「
後
継
者
が
い
な
い
」「
経
営
の
悪
化
」

が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

◆
主
な
客
層
で
は
、
六
十
歳
以
上
が

三
七
％
、
四
十
・
五
十
歳
代
が
三
三
％

と
な
り
、
商
店
街
に
あ
る
業
種
が
平

均
的
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
三

十
歳
未
満
で
は
、
殆
ど
が
飲
食
料
全

般
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
利
用
で
し
た
。 

◆
商
店
街
で
商
売
を
す
る
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
「
従
来
の
来
店
者
に
認
知
さ

れ
て
い
る
」「
お
客
と
の
人
情
あ
る
お

付
き
合
い
が
出
来
る
」
が
多
く
、
デ

メ
リ
ッ
ト
で
は
「
集
客
力
が
弱
い
」

「
駐
車
場
が
な
い
」「
空
き
店
舗
が
目

立
つ
」
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

◆
商
店
街
で
ど
ん
な
共
同
事
業
を
し

た
ら
良
い
か
で
は
「
広
告
宣
伝
」「
売

出
し
」「
イ
ベ
ン
ト
」
が
多
く
、
必
要

な
業
種
・
機
能
で
は
「
公
共
機
関
窓

口
」「
子
供
の
遊
び
場
・
一
時
託
児
所
」

な
ど
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 
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今
年
の
交
通
量
調
査
は
九
月
二
十
六

日
（
平
日
）
と
二
十
八
日
（
休
日
）
の

両
日
に
渡
り
、
市
内
中
心
部
三
カ
所
で

実
施
し
、
平
成
二
十
年
か
ら
平
日
の
交

通
量
・
休
日
の
交
通
量
の
比
較
を
し
、

グ
ラ
フ
の
通
り
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

尚
、
調
査
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
二

時
ま
で
の
一
時
間
で
す
。 

ま
ず
、
休
日
の
歩
行
者
を
地
点
別
に

比
較
す
る
と
、
喜
信
堂
前
は
平
成
二
十

一
年
に
親
子
対
象
絵
画
展
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
や
平
成
二
十
三
年
に
サ
バ
ト
家 

具
店
前
で
も
み
じ
祭
り
が
開
催
さ
れ
た 

こ
と
に
よ
り
急
激
に
増
加
し
て
い
る
が
、

こ
こ
最
近
で
は
ど
の
調
査
地
点
で
も
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

              

                
次
に
、
平
日
の
歩
行
者
を
地
点
別
に

見
る
と
、
全
て
の
調
査
地
点
に
お
い
て

平
成
二
十
三
年
の
歩
行
者
数
が
極
端
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年
の
調
査
日

は
暴
風
雨
で
天
候
が
悪
く
、
歩
行
者
が

少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

サ
バ
ト
家
具
店
前
と
東
陽
軒
前
は
、

年
々
減
少
傾
向
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
な
く
安
定
し
た

歩
行
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
喜
信

堂
前
で
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
要
因
と

し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
平
成
二
十

四
年
二
月
に
北
洋
銀
行
が
移
転
し
た
こ

と
で
、
増
加
し
た
と
考
え
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
東
陽
軒
前
で
は
、
近
辺
に
金
融

機
関
が
あ
る
た
め
他
の
調
査
地
点
よ
り

多
い
が
、
北
洋
銀
行
の
移
転
に
よ
り
減

少
し
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。 

   

去
る
九
月
三
日
、
小
樽
市
グ
ラ
ン
ド

パ
ー
ク
小
樽
で
第
四
十
九
回
北
海
道
・

東
北
商
工
会
議
所
連
絡
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

八
十
七
商
工
会
議
所
か
ら
約
二
百
十

名
が
参
加
。 

当
所
か
ら
は
藤
田
会
頭
は
じ
め
三
役

と
事
務
局
と
で
参
加
し
ま
し
た
。 

 

会
議
で
は
「
日
本
の
成
長
戦
略
と
商

工
会
議
所
に
期
待
さ
れ
る
役
割
」
と
題

し
て
三
村
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
の
講

演
が
あ
り
、
続
い
て
東
北
・
北
海
道
か 

ら
各
二
会
議
所
ず
つ
意
見
発
表
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

最
後
に
岡
村
日
商
会
頭
か
ら
意
見
発

表
に
対
す
る
所
見
で
は
「
各
地
商
工
会 

議
所
が
現
状
認
識
を
さ
れ
、
政
府
の
政

策
を
待
た
ず
に
地
域
活
性
化
を
行
っ
て

い
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。 

 

次
年
度
は
宮
城
県
石
巻
市
で
の
開
催

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
連
絡
会
議
翌

日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連

続
ド
ラ
マ
「
マ
ッ
サ
ン
」

モ
デ
ル
と
な
っ
た
竹

鶴
政
孝
氏
の
建
設
し

た
ニ
ッ
カ
蒸
留
所
を

見
学
し
て
き
ま
し
た
。 

な
よ
ろ
ブ
ラ
ン
ド
販
売
拡
大
事
業 

【
北
の
恵
み 

食
べ
マ
ル
シ
ェ
】 

   

九
月
十
三
日
（
土
）
～
十
五
日
（
月
）

の
三
日
間
、
旭
川
市
に
お
い
て
、
今
年

で
五
回
目
と
な
る
【
北
の
恵
み 

食
べ

マ
ル
シ
ェ
】
が
開
催
さ
れ
、
当
所
ブ
ー

ス
で
は
「
㈱
名
寄
給
食
セ
ン
タ
ー
」「
創

作
キ
ッ
チ
ン
た
ま
さ
ぶ
ろ
う
」「
Ｓ
ｈ
ｏ

ｐ
ｓ
Ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ 

千
花
」
の
三
社
が

参
加
し
、「
な
よ
ろ
ブ
ラ
ン
ド
商
品
」
と

併
せ
て
「
お
店
の
こ
だ
わ
り
商
品
」
を

販
売
し
な
が
ら
、
お
店
や
商
品
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
販
売
拡
大
に
繋
げ
る
た
め
に
健
闘

し
て
い
ま
し
た
。 

今
年
は
、
旭
川
駅
か
ら
買
物
公
園
を

経
て
常
盤
公
園
ま
で
、
約
三
二
〇
店
舗

が
出
店
し
て
お
り
、
道
北
自
慢
の
農
・

畜
・
海
産
物
や
加
工
食
品
、
郷
土
料
理

な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

期
間
中
は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
三

日
間
で
過

去
最
高
と

な
る
一
〇

八
万
五
千

人
が
会
場

に
訪
れ
賑

わ
い
を
見

せ
て
い
ま

し
た
。 
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委
員
は
農
・
商
業
の
事
業
者
、

行
政
関
係
者
１
０
人
で
構
成
さ

れ
、
委
員
長
に
長
谷
川
副
会
頭
を

選
出
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
２
回
の
会
合
と
勉
強

会
を
開
催
し
、
地
元
特
産
品
の
地

域
外
へ
の
販
路
拡
大
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
勉
強
会
で
は
、
プ
ラ

イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
代
表
取
締
役
の
出
村
明
弘

さ
ん
を
講
師
に
、
食
を
通
じ
た
観

光
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

出
村
講
師
は
「
特
産
品
が
売
れ

れ
ば
そ
れ
で
良
い
の
か
、
そ
れ
と

も
名
寄
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
の
か
、
何
を
目
的

と
す
る
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

今
後
は
、
都
内
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
、
友
好
都
市
杉
並
区
な
ど
を

対
象
と
し
た
実
地
研
修
を
実
施

し
、
首
都
圏
で
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
開
設
の
有
効
性
な
ど
を
検
討

し
、
委
員
か
ら
の
事
業
報
告
と
、

こ
れ
に
基
づ
い
た
関
係
者
と
の
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て

い
ま
す
。 

                  

     

八
月
一
日
よ
り
開
始
し
た
「
大
売
出

し
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー 
ス
タ
ン
プ
を
あ

つ
め
て
現
金
十
万
円
チ
ャ
ン
ス
！
」
の

抽
選
会
が
九
月
二
十
二
日
に
よ
ろ
ー
な

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

一
等
現
金
十
万
円
一
本
、
二
等
五
万
円

五
本
、
三
等
一
万
円
二
十
五
本
の
景
品

に
対
し
て
、
応
募
総
数
は
三
千
二
百
十

五
通
で
、
市
民
の
皆
様
の
関
心
の
高
さ

が
伺
え
ま
し
た
。 

抽
選
会
で
は
名
寄
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
よ
ろ
う
」
が
抽
選

を
行
い
、
見
事
一
等
現
金
十
万
円
の
当

選
者
は
市
内
在
住
の
女
性
の
方
が
当
た

り
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。 

             

                                 

                                 

                                 

 

■事務委託をした場合の利点 
○事務組合が一括して事務処理を致しますので、
事業主の事務負担が軽減されます。 

○労働保険料を金額にかかわらず 3 回に分割して
納付することが出来ます。 

○事業主及び家族従事者も労災保険に加入するこ
とが出来ます。 

■人不足で事務処理をする余裕がない 
■労働保険の年度更新が難しい 
■事業主及び家族従事者も加入したい 

スタンプラリー抽選会の様子 

「必ずチェック 最低賃金！ 使用者も、労働者も」 

  北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働く

すべての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト等

を含む。）に適用される北海道最低賃金が次のとおり改

定されました。 

 

 時間額７４８円 

 平成 26年 10月 8日 
 

厚生労働省 北海道労働局 
労働基準監督署（支署） 

 

８月から始まった委員会の様子 

当
所
の
特
別
委
員
会
「
首
都
圏

で
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
設
置
・

運
営
検
討
事
業
委
員
会
」
で
の
会

合
が
８
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。 同

検
討
事
業
は
、
人
口
減
な
ど

に
伴
い
消
費
が
落
ち
込
む
中
、
特

産
品
の
地
域
外
で
の
販
路
の
現
況

や
効
果
的
な
販
売
促
進
手
段
の
在

り
方
を
は
じ
め
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

顧
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど
の
販
売
戦

略
を
研
究
し
ま
す
。
国
の
「
地
域

内
資
金
循
環
等
新
事
業
開
発
検
討

事
業
」
の
補
助
を
受
け
の
実
施
。

事
業
期
間
は
来
年
１
月
末
ま
で
で

す
。 
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当
所
で
は
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
ま
し
て
、
会
員

様
向
け
の
様
々
な
取
組
み
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

企
業
の
Ｐ
Ｒ
に
是
非
お
役
立
て
下
さ
い
ま
す
様
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

●会報広告・折込料

Ａ4(1/4) Ａ4(1/2) Ａ4(1/1)

原稿・(デザイン)料 2,000 4,000

チラシ折込料 1,000

●ホームページ資料料・掲載料（1ヶ月当り）

3,000 年間

簡易ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ料 2,000 初回、経費は無料

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾊﾞﾅｰ広告料 5,000 年間

簡易ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ使用料

総合火災共済・普通火災共済は相互扶助精神にもとづく、皆様による皆様のための共済です。 

 自動継続ですので、満期時の更新手続きは不要です。 

 家財や什器備品単独でもご契約できます。満期返戻金があります。 

保障範囲 保障範囲

失火やもらい火を原因とする火災

※消防活動による水濡れ、破壊等を含みます

落雷による衝撃・異常電流等による損害

（建物、ガラス、テレビ等の損害）

破裂 ボイラーの破裂やガス爆発等による損害

爆発 ※水道管凍結による破裂・爆発は除きます

風災

D 雹災(ひょうさい)

雪災

落下

E 飛来

衝突

給排水設備の事故、第三者が占有する戸室からの漏水、出水による損害

※給排水設備自体に生じた損害を除きます

G 騒擾(そうじょう) 騒擾・集団行動等に伴う暴力・破壊行為による損害

盗難による、建物、家財、什器備品等に生じた盗取、き損、汚損

※商品・製品等の盗難を除きます

盗難による現金・預貯金証書の損害

※ご契約対象は家財、設備・什器等に限ります

台風・暴風雨、融雪等による洪水、高潮、土砂崩れ等の水災による損害で、

建物、家財に共済価額(時価)の３０％以上の損害が生じた場合

台風・暴風雨、融雪等による洪水、高潮、土砂崩れ等の水災による損害で、

○住宅物件で建物、家財に床上浸水による損害の場合

○非住宅物件で床上浸水または地盤面から45ｃｍ超の浸水による損害の場合

内　容事故の種類

水災②

水災①

盗難②

盗難①

火災A

落雷B

C

H

水濡れ

台風・せん風・暴風・降雹、豪雪・なだれ等による損害(屋根等の破損など)
※損害額が２０万円以上の場合に限ります

普
通
火
災
共
済
に
ご
契
約
の
場
合

I

総
合
火
災
共
済
に
ご
契
約
の
場
合

建物の外部からの物体の落下、飛来、衝突による損害(自動車の飛び込みなど)
※被共済者等の車両等の衝突を除きます

F
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旭川支社 〒070-0043 旭川市常盤通１丁目 2500 道北経済ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ ℡ 0166-23-7986 

㈱経営科学研究所 代表取締役 

中小企業診断士 

1. 焼き鳥を串に刺した理由 
*儲ける仕組みが、商品の形を変える 
*なぜ焼き鳥は儲かるのか  他 

2. 儲けるためには 
*会計学の疑問 
*儲けるためのヒント  他 

3. 焼き鳥は「いいとこどり」 
*焼き鳥の作り方 
*トヨタシステムは焼鳥屋の真似  他 

 
 

平成   年  月   日（金） 
 １３：３０～１５：３０ 

駅前交流プラザ「よろーな」 
（名寄市東１条南７丁目） 

無 料 

名寄商工会議所 

TEL: 01654-3-3155  

 FAX:01654-2-0571 

（はつかの  ひろあき） 

『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ 

ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を１０月・１１月に

実施いたします。本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会員

の皆様にご理解いただき、会員事業所の福祉向上にお役立ていた

だくことを主な目的としています。 

『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金

準備他、入院・介護・老後に備えた様々な保障ニーズにお応えする

ものです。 

商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺い

した際には、是非ご協力いただきますようお願い申しあげます。 

名寄商工会議所 総務課 
－連絡先－ 01654-3-3155 

 

～会員事業所の皆様のニーズにお応えし、保障プランがさらに充実しました～ 
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事業資金･創業資金･消費税対策資金など、日本政
策金融公庫他融資制度のご利用をお考えの事業主の
方は是非ご相談下さい。 

[日   時] 平成 26年11 月14 日 (金)  

午前11 時～午後 4時まで 

[会   場] 名寄商工会議所 相談室 

[相談内容] 運転資金／設備資金   

※詳細は当所までお問合わせ下さい。 

[必要書類] 決算報告書(２期分) 

[申込締切] 平成26 年 11 月 11日 (火) 

[金利情報] 普通貸付 1.40％～ (H26.9.10 現在) 

【１日金融相談会の開催日程】 

◆第4 回  平成 27 年  2 月 25 日（水） 

                           

                           

                           

                           

来年５月に完成予定の「市民文化ホール」に設置するピア
ノの購入募金を皆様にお願いしております。 

1,000 円から承っておりますので、ご協力頂ける方は下記口
座までお振込下さいますようお願い申し上げます。 
皆様からの募金は、新しい市民ホールに導入されるピアノ

の購入資金に活用されます。 
尚、募金に関するお問合せは名寄商工会議所 総務課まで 

ご連絡下さい。℡ 01654-3-3155 
 
振込先口座 北星信用金庫 本店 普通 １１９９７５０ 
 
      名寄商工会議所 ピアノ購入募金 
      会頭 藤田 健慈 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 25 年 4 月より名寄市の利子補給制度 
により、最初の2 年間１％利子を補給！  

【必要書類】【ご利用条件】 等がありますので、当所へ
お問合わせ下さい。 

運転資金(仕入･買掛決済資金など) 

設備資金(改装・車両購入資金など) 
資 金 使 途 

1,500 万円 融資限度額 

運転資金  7 年以内(据置 1 年以内) 

設備資金 10年以内(据置 2 年以内) 
返 済 期 間 

一切不要 

信用保証協会の保証も不要 
担保保証人 

1.45％(Ｈ26.9.10 現在) 融 資 利 率 

 

月　日

10月22日(水)

11月19日(水)

12月17日(水)

無料法律相談のお知らせ【完全予約制】

時　間 連　絡　先

13:00～17:00
 道北法律事務所
   ☎ 01654-8-7080

13:00～17:00
 名寄ひまわり基金法律事務所
   ☎ 01654-3-7115

13:00～17:00
 木村雅一法律特許事務所
   ☎ 01652-9-7200

月　日 会　場

【事前予約制】
　　　旭川年金事務所　☎ 0166-72-5004

出張年金相談のお知らせ

時　間

駅前交流プラザ
「よろーな」

11月11日(火) 10:30～16:00

検定試験 級 受付期間 検定料

 第75回　販売士検定試験 3級 12/18（木）～01/26（月）   3級　4,120円

 第139回　簿記検定試験 2～4級 01/06（火）～01/23（金）
  2級　4,630円　　 3級 　2,570円
  4級　1,640円

※増税に伴い平成26年4月1日より検定料が上がりましたのでお間違いないようお願い致します。

各種検定試験のお知らせ

施行日

02月22日（日）

02月18日（水）




